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論　　文　　の　　要　　旨
　新潟県西頚城郡青海町を中心とした地域には石炭系・ペルム系の石灰岩の大規模な分布が知られ，吉くから多
くの研究が行われている。著者は本研究でその石炭系の部分に含まれるコノドント化石を組織的に研究し亨新た
に8化石帯を設定して日本や諸外国との対比，ならびに時代論を展開した。
　同石灰岩は大規模な採掘が行われているため，野外調査は田海川上流の福来ケロ地域，青海川申流東岸の東山
地域，西岸の西山地域，そして歌川河口の歌地域に限られ，それぞれの地域で縮尺500分の五の踏査図，ならび
に地質柱状図を作成してサンプリングを行った。採集した石灰岩サンプルは室内研究でそのO．5～1．0kgを酢酸で
溶解し，不溶解残査からコノドント化石を抽出した。またサンプルの一部は薄片にされ，光学顕微鏡による微岩
相解析により堆積環境が検討され，同時に小型有孔虫やフズリナ化石による地質時代のクロスチェックが行われ
た。これらの一連の研究によって設定された化石帯の主要な点は下記の通りである。
　最下位のG伽肋o伽∫g｛伽帯は福来ケロ・西山地域で確認され，西南日本内帯の秋吉帯の石灰岩や北米。ヨー
ロッパ・旧ソ連・中国などの模式地の下部石炭系の上部，上部ヴィゼー統から報告された化石帯に対比される。
G舳肋o伽舳蜘玄洲帯は福来ケロ・東山。西山の3セクションで確認され，上述の国内外の地域から報告された
下部石炭系最上部のサッコーブ統の化石帯に対比される。その上位のD26肋o馴α肋o伽∫伽伽1吹舳帯は3地域の
4セクションで確認され，中部石炭系最下部バシキール統の化石帯に対比できる事が判明した。なお，標識種の
1）θ。肋螂α肋o伽”od〃炊㈱の産出は下部と申部石炭系の境界を確認する上で，世界の標準地域でその出現層準
が注目を集めている。本研究ではこれまでの多くの研究と同様な結果が得られ，同種の出現は世界的に同時と見
られ，境界認定の重要な種であることが確認された。その上記の∫肋μoぎ伽肋o伽3吻α㈹脇S帯は西山地域のみ認
められ，下位の化石帯に比べて豊富な構成種を有し，世界の標準地域のバシキール統上部に対比される。その上
位の脇∫o脾do舳α？61α伽はこの種の出現により設定され，東山・西山両地域に広く分布する。この化石帯はモ
スコー統下部に対比され，東ユーラシア，特に日本と中国に特徴的に知られ，今回の研究でその時代の古生物地
理を検討する上で重要な種であることが確認された。この化石帯の上位には〃0g伽肋0伽8奴伽〃8帯が認定さ
れたが，この化石帯は世界的には知られていないので，対比は困難であるが，共存化石からモスコー統中部から
上部に対比されると判断された。その上位に認定された∫肋o馴α肋o伽∫θ1螂〃舳㈱帯はモスコー統上部からカ
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シモフ統の化石帯とみられる。最上位には新しく認定されたMesog㎝do1e11a　dentiseparataの化石帯が重なるが，
世界の標準地域でも確認されていない化石帯であり，その時代や対比の詳細を論ずるのは困難であるが，最上部
石炭系から最下部ペルム系のものとみられる。
　本研究ではこれらの化石帯を構成する14属55種2亜種について記載が行われた。なお種の認定は主としてPa
エレメントにづいて行った。ただγo鋤g伽肋㈱oα妙舳ならびに五〇伽ぬ棚o∫αの2種に関しては，他のエレメ
ントも分類の基準に入れ，自然集合体との関係を論じた。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文はこれまで断片的にしか行われていなかった，わが国の代表的な石炭系の石灰岩層のコノドント化石を
組織的に研究し，その産出順序やレンジを柱状図上に確定し，8化石帯を設定したことは評価される。また多く
の文献を参照し，諸外国との対比や時代論をかなり細かく考察したことも評価できる。分類学的な面では舳1－
tie1eme並c1assificationによる新しい分類体系にも著者は大いに関心があったように見受けられるが，試料の関
係もあって十分な成果が得られていない。また母岩の石灰岩の微岩相の検討も行ったが，その堆積環境や化石種
との古生態学的な関係も検討も不十分で，これらは共に今後に残された課題である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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